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夏休みに行われた、高校生を対象にした基礎科学講座（物性研究所内での講義）�

柏キャンパスの一般公開�

柏
キ
ャ
ン
パ
ス
と
柏
市
の
相
互
協
力
関
係�

地
域
に
開
く�

柏
キ
ャ
ン
パ
ス
と
柏
市
の
相
互
協
力
関
係�

とりたてて言うまでもなく、大学はすぐれて社会的な存在です。「象牙の塔」と揶揄された昔とは異なり、今日の大学

は、積極的に社会と関わりを持ち、誰にでも開かれたキャンパスを実現するために大いに努力しています。社会が大

学を必要としてその教育研究を支え、大学が社会を必要としてその発展に寄与する、こんな双方向のよい関係が築

けるように、東京大学もまた全力を尽くしています。今回の特集では、限られたスペースではありますが、そんな努力

の一端をご紹介します。また、特別企画として、一旦社会に出た卒業生に、外から見た東京大学について語ってもら

いました。あらためて社会と大学の関係を考えるきっかけになれば、と思います。

　

本
郷
、
駒
場
、
柏
か
ら
な
る
東
京
大
学
の
三
極
構

造
構
想
の
も
と
、
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
地
域
に
開
か

れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
め
ざ
し
て
J
R
柏
駅
か
ら
直

線
距
離
で
北
西
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
一
二
年
四
月
に
は
、
ま
ず
、
物

性
研
究
所
と
宇
宙
線
研
究
所
が
こ
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス

に
移
転
を
完
了
し
、
研
究
教
育
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
地
域
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
つ
く
る
た
め

に
、
大
学
は
地
域
と
ど
の
よ
う
な
相
互
協
力
関
係
を

作
っ
て
ゆ
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
地
域
に

住
み
、
働
く
人
々
に
と
っ
て
そ
こ
に
大
学
が
あ
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
大
学
が
発
信
す
る
知
的
情
報
を

身
近
に
感
じ
る
点
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
、
大
学

の
持
つ
知
的
財
産
を
地
域
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
が

最
も
大
切
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
柏
キ
ャ
ン
パ

ス
と
し
て
の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
柏

キ
ャ
ン
パ
ス
と
地
域
と
の
協
力
関
係
を
示
す
い
く
つ

か
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
と
の
良
好
な
相
互
協
力
関
係
を
作
る
に
は
、

ま
ず
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
を
地
域
の
方
々
に
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
た
め
、

一
二
月
一
・
二
日
の
両
日
、
物
性
研
究
所
と
宇
宙
線

研
究
所
が
一
般
に
公
開
さ
れ
、
約
二
〇
〇
〇
人
の

方
々
が
施
設
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
が
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現在の柏キャンパス（手前の建物が共同利用宿舎、右側の６階建て建物が宇宙線研究所、左側の建物が物性研究所）�

柏市中央公民館で行われた一般講演会�

蓮實総長、小林副学長を囲む市民の皆さん�
（レセプション会場にて）�

二
つ
の
研
究
所
に
お
け
る
研
究
内
容
に
興
味
を
持
っ

て
下
さ
り
、非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

千
葉
県
教
育
委
員
会
主
催
の
も
と
、
千
葉
県
内
で
科

学
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
る
高
校
生
を
対
象
に
、

最
新
の
科
学
の
紹
介
を
行
う
講
座
が
夏
休
み
の
期
間

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
は
、
特
に
柏
キ
ャ

ン
パ
ス
の
外
に
あ
る
宇
宙
線
研
究
所
の
施
設
ま
で
、

高
校
生
に
一
泊
が
か
り
で
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
大
学
の
方
か
ら
も
っ
と
積
極
的
に
キ
ャ

ン
パ
ス
の
外
に
出
か
け
て
行
っ
て
、
研
究
内
容
を
地

域
の
方
々
と
社
会
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
実
は
そ
の
よ
う
な

試
み
も
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
二
年
三
月

に
柏
市
の
多
大
な
協
力
を
得
て
、
宇
宙
線
研
究
所
の

研
究
分
野
の
一
つ
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
と
呼
ば
れ
る
謎

の
素
粒
子
に
関
す
る
一
般
講
演
会
を
J
R
柏
駅
の

す
ぐ
近
く
で
開
催
し
た
の
で
す
。
こ
の
時
に
も
、
私

た
ち
の
研
究
を
理
解
す
る
た
め
に
多
く
の
方
々
が
参

加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
柏
で
研
究
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
は

基
礎
科
学
分
野
の
研
究
所
で
す
。
し
か
し
、
来
年
度

以
降
、
応
用
科
学
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
の

専
門
家
が
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
と
し
て
研
究
を
開

始
し
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
、柏
市
及
び
近
隣
地
域
、

あ
る
い
は
地
域
の
産
業
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

の
解
決
の
た
め
に
、
必
要
な
専
門
知
識
を
持
っ
た
研

究
者
も
き
っ
と
い
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
研
究
者
を

通
し
た
地
域
と
の
直
接
的
な
協
力
を
含
め
、
柏
キ
ャ

ン
パ
ス
と
柏
市
及
び
近
隣
地
域
と
の
相
互
協
力
関
係

は
こ
れ
か
ら
よ
り
一
層
緊
密
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。

梶
田
隆
章（
か
じ
た
・
た
か
あ
き　

宇
宙
線
研
究
所
教
授
）

AGS総会へ市民派遣

柏キャンパスと地域との連携方策の一環とし

て、本学とマサチューセッツ工科大学及びス

イス連邦工科大学との三者で進めているAGS

計画（人間地球圏の存続を求める学術研究教

育活動）の年次総会（1月14日～17日、スイス

連邦工科大学ローザンヌ校で開催）へ、公募

による応募者87名から選考された千葉県在住

市民5名を派遣しました。市民の皆さんは、気

候変動、都市の管理等の地球環境をテーマに

した研究発表会や、ポスターセッション等に熱

心に参加するとともに、研究者・学生との交流

も行いました。



留学生交流プラザで談笑する世界各国からの留学生の皆さん�

本郷小学校の生徒さんたちとの交流�

和気あいあいの日本語教室風景�

留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
役
割�
世
界
に
開
く�

留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
役
割�
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東
京
大
学
は
世
界
に
開
か
れ
た
大
学
と
し

て
、
現
在
世
界
の
八
〇
の
国
と
地
域
か
ら
訪

れ
た
、
二
〇
〇
〇
名
以
上
の
留
学
生
の
方
々

が
日
々
学
ん
で
い
ま
す
。
留
学
生
を
通
じ
た

国
際
交
流
は
、
教
育
・
研
究
の
国
際
化
・
活

性
化
を
促
し
、
国
際
理
解
と
国
際
協
力
の
精

神
の
醸
成
を
も
た
ら
し
ま
す
。
途
上
国
か
ら

の
留
学
生
の
場
合
に
は
、
そ
の
人
材
養
成
に

協
力
す
る
意
味
も
あ
り
ま
す
。
留
学
生
セ
ン

タ
ー
の
主
な
目
的
は
、
留
学
生
の
た
め
の
日

本
語
・
日
本
事
情
に
関
す
る
教
育
、
留
学
生

の
修
学
上
及
び
生
活
上
の
指
導
・
助
言
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
受
け

て
、
私
た
ち
は
種
々
の
工
夫
と
努
力
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
大
切
な
使
命
は
、
留
学
生
の
日

本
語
力
向
上
に
役
立
つ
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
、
日
本
語
教
育
部
門
に
、
留
学
生
の
レ
ベ

ル
と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
初
級
か
ら
最
上

級
ま
で
、
少
人
数
や
多
人
数
ク
ラ
ス
な
ど

種
々
の
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
を
開
設
し
、
日
本

語
の
上
達
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
本

来
は
大
使
館
推
薦
の
国
費
留
学
生
の
た
め
に

設
置
さ
れ
た
の
で
す
が
、
余
力
の
あ
る
限
り

私
費
留
学
生
、
そ
の
家
族
、
研
究
員
の
方
た

ち
に
も
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
セ

ン
タ
ー
で
は
約
三
〇
〇
人
の
方
々
が
学
ん
で

い
ま
す
が
、
教
室
の
の
ス
ペ
ー
ス
や
教
官
数

の
制
約
が
あ
り
、
希
望
者
全
員
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　

相
談
・
指
導
部
門
に
お
い
て
は
、
留
学
生
の
教
育
・

研
究
上
の
相
談
を
は
じ
め
、
家
族
問
題
や
学
外
で
の

ト
ラ
ブ
ル
、
一
般
社
会
に
お
け
る
生
活
全
般
の
悩
み

事
な
ど
の
相
談
、
指
導
・
助
言
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
よ
る
心
の
ケ
ア
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
と

の
交
流
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
近
隣
小
・
中
学

校
の
総
合
学
習
授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
国
際

理
解
教
育
に
協
力
す
る
た
め
、
本
学
の
留
学
生
が
講

師
と
し
て
招
か
れ
た
り
、
ま
た
、
留
学
生
の
交
流
支

援
を
目
的
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
と
協
力

し
て
、
手
作
り
の
料
理
を
楽
し
む
等
、
相
互
の
異
文

化
理
解
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

留
学
生
セ
ン
タ
ー
に
は
、
留
学
生
交
流
プ
ラ
ザ
と

い
う
談
話
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
英
語
・
中
国
語
・
韓

国
語
・
日
本
語
の
新
聞
、
海
外
の
雑
誌
な
ど
が
多
数

置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
の
部
屋
に
は
一
〇

台
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
留
学
生

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

留
学
生
の
苦
労
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
り
ま
す
が
、
教

職
員
等
の
寄
付
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
、
東
京

大
学
外
国
人
留
学
生
後
援
会
は
、
奨
学
金
事
業
、
事

故
・
病
気
等
に
よ
り
入
院
し
た
場
合
の
見
舞
金
、
留

学
生
の
債
務
保
証
人
と
し
て
債
務
保
証
を
行
っ
た
教

職
員
等
へ
の
支
援
金
の
支
給
、
民
間
ア
パ
ー
ト
等
に

入
居
す
る
際
の
機
関
保
証
等
々
を
行
い
、
留
学
生
の

駆
け
こ
み
寺
的
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
す
べ
て
の
留
学
生
を
対
象
に
生
活
実
態
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
内
容
を
専
門
委
員

会
で
分
析
・
検
討
し
て
お
り
、
留
学
生
の
教
育
・
研

究
に
と
っ
て
最
適
な
環
境
を
作
る
た
め
に
、
早
急
に

実
施
・
改
善
す
べ
き
点
と
、
中
・
長
期
的
に
行
う
べ

き
点
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
ま

だ
不
充
分
で
す
が
、
全
学
の
ご
協
力
の
も
と
に
、
留

学
生
の
方
々
が
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
よ
う
、
一

層
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
念
願
し
て
い
ま

す
。

小
島
孝
之（
こ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き　

留
学
生
セ
ン
タ
ー
長
）

講
義
に
つ
い
て
�

�

アンケートの回答から�

午
後
の
見
学
に
つ
い
て
�

�

高
校
生
な
ど
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス�

次
世
代
に
開
く�

高
校
生
な
ど
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス�
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毎
年
入
学
し
て
く
る
将
来
性
豊
か
な
新
入
生
の
お

か
げ
で
、
大
学
の
血
は
常
に
若
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
保

た
れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
新
入
生
は
大
学
が
も
っ

と
も
必
要
と
す
る
重
要
な
構
成
員
で
す
。
し
か
し
、

大
学
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
教
育
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
は
、
大
学
進
学
を
考
え
る
高
校
生
な
ど
に

は
意
外
と
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
偏
差
値
の
み
が
進
学

先
決
定
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
東
京
大
学
は
三
つ
の
極
を
持
つ
総
合
大
学

で
、
高
校
生
な
ど
に
そ
の
全
貌
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、
将
来
の
構
成
員

候
補
者
た
ち
が
そ
の
一
部
な
り
に
と
も
接
し
、
自
ら

の
進
路
を
主
体
的
に
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

は
大
い
に
意
味
の
あ
る
こ
と
と
言
え
ま
す
。

　
「
東
京
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
二
〇
〇
〇
」

は
、
こ
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
企
画
さ
れ
、
二
〇

〇
〇
年
七
月
二
一
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
朝

一
〇
時
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
三
〇
〇
人
近
い
高
校
生

な
ど
が
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
法
文
二
号
館
に
集
ま

り
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
塚
本
勝
巳
海
洋
研
究
所
教

授
に
よ
る
「
ウ
ナ
ギ－

大
回
遊
の
謎
」
と
吉
川
洋
大

学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
に
よ
る
「
バ
ブ
ル
の
話
・

経
済
の
話
」と
い
う
二
つ
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
は
じ
め
て
聞
く

大
学
の
講
義
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
彼
ら
の
感
想
は

大
変
好
意
的
で
し
た
。
午
後
は
、
文
系
志
望
者
、
理

系
志
望
者
に
分
か
れ
、
文
系
志
望
者
は
法
学
部
、
理

系
志
望
者
は
農
学
部
を
見
学
し
た
後
、附
属
図
書
館
、

総
合
研
究
博
物
館
、
大
講
堂
、
ジ
ム
ナ
ジ
ア
ム
な
ど
、

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
を
グ
ル
ー
プ
別
に
見
学
し
て

歩
き
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
行
事
が
終
了
し
た
の
は
、
午
後
六
時
。

東
京
大
学
全
学
で
こ
の
よ
う
な
試
み
を
行
う
の
は
は

じ
め
て
だ
っ
た
た
め
、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
ん
だ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
読
む
限
り
は
、ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
、

こ
の
試
み
に
満
足
し
何
ら
か
の
意
義
を
見
出
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
東
京
大
学
で
は
、
高
校
生
の
皆
さ
ん

が
受
験
の
前
に
本
学
の
こ
と
を
少
し
で
も
よ
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
色
々
と
工
夫
を
重

ね
て
、
魅
力
あ
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　◆ はじめはウナギ？ と思っていたが、とても面白かった。私は文科系志

望だがわくわくした。

　◆ とてもすばらしかった。医学部か理学部か進路を迷っていたけれど、 
やっぱり理学部にはいって研究したいと思った。

　◆ 経済学なんて難しそうと思って敬遠していたんですが、意外と身近な

ことをやっているんだなと思いました。

　◆ 事実をただ教えるのではなく、今こういう研究をしているというふうに

研究態度、方向性を示してもらえたのでとても面白かった。

　◆ 何よりも、先生方の研究に対する情熱や博識ぶりがよく分かり、ここで

学びたいと強く思いました。

　◆ 図書館にある本の数に驚いた。本が大好きなので、図書館に住みたく

なった。

　◆ 博物館で、大学院生が分かりやすく、親身に説明してくれたので、とて

も面白かった。

　◆ はじめに法学部長が「演習は楽しくて3時間でも4時間でも続きます。

みんなやめたがらない」とおっしゃったので、私もぜひ参加したいと思

い、ゾクゾクしました。

　◆ いままで自分が思っていた農学部と実際の農学部が全く違うものだっ

たので、農学部も面白そうだなと思った。

　◆ 広くてびっくりした。学生さんたちも落ち着いていてよい感じ。でも安

田講堂の前って、草ぼうぼうですね。

　◆ どの建物もずっしりとした伝統の重みが感じられ、キャンパスにあるた

くさんの大木も力があふれている感じがしました。
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東
京
大
学
は
お
よ
そ
七
七
〇
〇
名
の
教
職
員
、
一

六
〇
〇
〇
名
の
学
部
学
生
、
一
二
〇
〇
〇
名
の
大
学

院
学
生
か
ら
成
る
社
会
的
存
在
で
す
。
か
つ
て
は
東

京
都
で
上
水
道
の
使
用
量
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
誇
っ
て

い
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
は
三

四
郎
池
の
水
源
に
な
っ
て
い
た
と
の
噂
も
あ
り
ま
し

た
が
…
…
。
そ
の
後
節
水
に
努
め
、
現
在
で
は
、
順

位
が
下
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

一
般
ご
み
排
出
量
で
は
、
東
京
大
学
は
東
京
ド
ー
ム

と
な
ら
ん
で
文
京
区
内
の
両
横
綱
だ
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
学
の
使
命
は
何
で
し
ょ
う
か
。
一

言
で
言
え
ば
、
学
問
の
自
由
の
原
則
の
も
と
に
、
新

し
い
学
問
分
野
を
切
り
開
き
つ
つ
、
人
材
育
成
の
た

め
の
教
育
を
行
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
然
、
社
会
の

中
で
、
社
会
の
た
め
に
、
社
会
と
と
も
に
、
そ
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
常
に
新
し
い
事
実

を
求
め
続
け
る
こ
と
は
大
学
の
大
切
な
役
割
の
一
つ

で
す
。
実
験
科
学
の
分
野
で
は
、
例
え
ば
、
ま
っ
た

く
知
ら
れ
て
い
な
い
物
質
を
合
成
す
る
こ
と
に
日
夜

励
ん
で
い
る
研
究
者
が
大
勢
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人

類
の
将
来
の
た
め
に
役
立
つ
知
識
、
現
象
、
物
質
を

求
め
て
研
究
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
実

験
を
進
め
る
た
め
に
様
々
な
試
薬
を
使
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、実
験
に
使
っ
た
試
薬
類
を
実
験
終
了
後
、

安
全
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
大
学
環
境
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
は
「
東
大
か

ら
は
公
害
を
出
さ
な
い
」
と
の
決
意
の
も
と
に
、
昭

和
五
〇
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
二
五
年
間

に
種
々
の
学
内
環
境
問
題
に
対
処
し
ま
し
た
が
、
中

で
も
水
銀
、
P
C
B
、
ア
ス
ベ
ス
ト
等
に
関
す
る
対

策
が
重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
実
験
廃
棄

物
の
増
加
と
多
様
化（
図
参
照
）に
対
し
て
、
学
内
処

理
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す

る
こ
と
で
す
。
一
例
と
し
て
、
燃
焼
炉
よ
り
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
を
排
出
し
な
い
よ
う
に
排
ガ
ス
処
理
を
高

度
化
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
煙
突
そ
の
も
の
を
必

要
と
し
な
い
新
し
い
処
理
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
し
て
い

ま
す
。
環
境
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
大
学
の

環
境
の
安
全
性
を
確
保
し
「
学
問
の
自
由
」
を
保
証

す
る
と
共
に
、
社
会
的
な
リ
ス
ク
を
可
能
な
か
ぎ
り

低
減
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
は
望
ま
し
い
環
境
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
都
市
の
水
循
環
」「
都
市
下
水
の
高
度
処
理
」「
環
境

計
測
の
高
度
化
」「
化
学
実
験
装
置
の
ミ
ク
ロ
化
」「
超

臨
界
水
に
よ
る
廃
液
処
理
プ
ロ
セ
ス
」「
内
分
泌
撹
乱

物
質
の
バ
イ
オ
セ
ン
シ
ン
グ
」「
環
境
管
理
・
処
理
シ

ス
テ
ム
の
高
度
化
」
等
の
課
題
を
研
究
し
、
地
域
に

密
着
し
た
環
境
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

二
瓶
好
正（
に
へ
い
・
よ
し
ま
さ　

環
境
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
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国
際
産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
主
に
二
つ
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
大
学
の
技
術

と
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
う
ま
く
連
携
さ
せ
る
リ
エ
ゾ

ン
活
動
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
大
学
で
開
発
さ
れ
た

各
種
の
技
術
を
企
業
の
技
術
者
と
の
共
同
研
究
に
よ

っ
て
実
用
化（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）す
る
こ
と
で

す
。
本
セ
ン
タ
ー
に
は
、
八
人
の
専
任
教
授
と
一
一

人
の
客
員
教
授
等
が
い
ま
す
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
か
ら
情
報
、
医
療
工
学
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
材

料
等
の
広
範
囲
な
分
野
を
専
門
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
が

研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
界
か
ら
見
る
と
、
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
研

究
や
技
術
の
内
容
は
必
ず
し
も
簡
単
に
は
理
解
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
産
学
連
携
の

た
め
に
本
学
教
官
の
提
案
す
る
共
同
研
究
等
の
テ
ー

マ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
り
、
産
業
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト（http://w

w
w

         
 
 

–  db.ccr.u

          –   tokyo.ac.jp

             
）で
公

開
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
二
年
一
一
月
一
日
付
け
で

約
二
〇
〇
件
の
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
を
公
開
し
た
と

こ
ろ
、
一
日
に
七
〇
〇
〇
〜
八
〇
〇
〇
回
の
ア
ク
セ

ス
が
あ
り
、
最
初
の
一
週
間
で
資
料
請
求
や
共
同
研

究
の
申
し
込
み
が
三
〇
件
以
上
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
毎
日
の
よ
う
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、中
に
は
、

具
体
的
に
共
同
研
究
を
進
め
た
い
と
い
う
申
し
込
み

も
あ
り
ま
す
。
産
業
界
出
身
の
客
員
教
授
と
地
方
自

治
体
出
身
の
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
に
よ
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
方
式
で
集
め
た
デ
ー
タ
を
基
に
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
産
業
界
か
ら
の

要
望
に
合
わ
せ
て
資
料
を
提
供
し
た
り
、
共
同
研
究

の
具
体
的
な
条
件
に
つ
い
て
リ
エ
ゾ
ン
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
基
礎
研
究
が
基
と

な
っ
て
、
多
く
の
企
業
が
参
加
す
る
大
型
産
学
共
同

研
究
に
発
展
し
た
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。こ
れ
は
、

細
胞
の
中
で
作
ら
れ
る
種
々
の
タ
ン
パ
ク
質
を
、
多

数
同
時
に
計
測
す
る
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
チ
ッ
プ
を
開
発

し
よ
う
と
す
る
画
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
五

年
間
の
計
画
で
、
二
次
元
の
タ
ン
パ
ク
ア
レ
イ
を
製

作
し
、
医
療
分
野
で
治
療
や
診
断
に
応
用
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
通
商
産
業

省
の
官
民
共
同
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
組

織
さ
れ
、
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
国
際
・

産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
、
民
間
会
社
、
バ
イ
オ
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
協
会
等
が
加
わ
っ
て
い
ま
す（
代
表

者
、
児
玉
龍
彦
教
授
）。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
各
教
官
が
個
別
に
多
く
の
産
学

共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
日
、
大
学
の
社
会

へ
の
貢
献
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
の
行

っ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
や
リ
エ
ゾ
ン
活

動
、
大
型
産
学
共
同
研
究
が
、
そ
の
一
助
と
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

軽
部
征
夫（
か
る
べ
・
い
さ
お　

国
際
・
産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ

ー
長
）
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開
業
医
と
東
大
�

松
多
邦
雄
さ
ん
�

菊
川
　
怜
さ
ん
�

女
優
か
建
築
家
か
�

外
か
ら
見
た
東
京
大
学
と
は
、�

卒
業
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー�
大
学
と
私�
社会の中の�
東京大学　�

特
集�

東
京
大
学
医
学
部
の
卒
業
生
の
な
か
で
、
街
の
開
業

医
と
し
て
直
接
社
会
と
接
し
て
い
る
の
は
、
一
学
年

（
ほ
ぼ
一
〇
〇
人
）に
、
一
〇
人
前
後
で
す
。
リ
ウ
マ

チ
・
東
洋
医
学
を
専
門
に
開
業
さ
れ
て
い
る
松
多
邦

雄
さ
ん
も
、そ
の
う
ち
の
一
人
で
す
。
松
多
さ
ん
は
、

一
九
七
一
年
に
医
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
十
数
年
東
大

病
院
物
療
内
科
に
在
籍
さ
れ
た
後
に
、
八
年
前
、
東

京
・
下
北
沢
に
松
多
内
科
医
院
を
開
院
さ
れ
ま
し

た
。
鍼
灸
や
漢
方
治
療
を
実
践
さ
れ
る
一
方
、
西
洋

医
学
の
最
先
端
を
い
く
免
疫
学
・
生
化
学
・
分
子
生

物
学
の
研
究
に
造
詣
も
深
く
、
ま
さ
に
東
西
の
英
知

を
集
め
て
リ
ウ
マ
チ
と
い
う
難
病
に
立
ち
向
か
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

Q　

大
学
時
代
は
、
ど
ん
な
生
活
で
し
た
か
。

　

ず
っ
と
大
学
紛
争
だ
っ
た
か
ら
ね
。
や
る
こ
と
が

な
か
っ
た
か
ら
、
鍼
灸
学
校
に
三
年
間
通
っ
て
鍼
灸

を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。
そ
う
言
う
意
味
で
、
き
わ

め
て
有
意
義
だ
っ
た
よ（
笑
）。

Q　

も
と
も
と
東
洋
医
学
に
興
味
を
お
持
ち
だ
っ
た

の
で
す
か
。

　

子
供
の
頃
、
ま
わ
り
に
い
い
医
者
が
い
な
く
て
、

具
合
が
悪
く
な
る
と
鍼
灸
師
に
治
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
遠
縁
に
あ
た
る
人
に
、
東
洋
医
学
の
大
家

が
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
か
な
。

Q　
「
東
大
卒
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
意
味

を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　

や
っ
ぱ
り
友
達
か
な
。
入
院
の
必
要
な
患
者
さ
ん

を
紹
介
す
る
と
き
に
、
同
級
生
は
じ
め
、
東
大
時
代

の
友
人
や
知
り
合
い
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
て
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

Q　

東
大
に
望
む
こ
と
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

い
ち
ば
ん
感
じ
て
い
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
、
東
大
の
中
で
ど
ん
な
研
究
が
進
ん
で
い
る

か
を
、
外
か
ら
わ
か
り
や
す
く
し
て
欲
し
い
、
と
い

う
こ
と
か
な
。
た
と
え
ば
、
こ
の
あ
い
だ
、
物
理
療

法
の
効
果
を
定
量
化
す
る
の
に
非
常
に
役
に
立
つ
研

究
が
工
学
部
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん

だ
け
れ
ど
、
そ
れ
が
見
つ
か
る
ま
で
に
ず
い
ぶ
ん
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
東
大
の
中
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
面
白
い
研
究
が
動
い
て
い
て
、
外
部
の

研
究
者
に
も
ず
い
ぶ
ん
役
に
立
つ
と
思
う
ん
だ
け
れ

ど
、
現
状
で
は
な
か
な
か
そ
れ
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
う
言
う
意
味
で
、
情
報
公
開
が
も
っ

と
進
む
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

病
院
で
も
、
難
し
い
疾
患
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う

専
門
家
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
が
す
ぐ
に
わ
か
る
よ

う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
く
れ
る
と
い
い
。
そ

れ
か
ら
、
病
院
は
、
民
間
の
病
院
や
医
院
と
の
連
携

を
も
う
少
し
密
に
し
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。

　

東
大
医
学
部
で
も
夏
休
み
の
病
院
実
習
と
し
て
、

大
き
な
病
院
に
学
生
さ
ん
が
研
修
に
い
く
シ
ス
テ
ム

は
あ
る
み
た
い
で
す
ね
。
で
も
、
他
の
大
学
で
は
、

開
業
医
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
り

ま
す
。
よ
り
患
者
さ
ん
に
密
着
し
た
医
療
、
と
言
う

意
味
で
、
東
大
で
も
こ
れ
を
や
っ
て
く
れ
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

毎
年
三
〇
〇
〇
名
も
の
学
部
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
る
東
京
大
学
。
そ
の
多
く

は
、
研
究
を
行
う
た
め
に
大
学
院
に
進
ん
だ
り
、
官
公
庁
や
民
間
企
業
に
就
職
す
る

こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
し
か
し
、
実
は
卒
業
生
の
進
路
は
多
様
で
す
。
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
、
と
思
え
る
と
こ
ろ
で
も
東
京
大
学
の
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
「
異
色
の
卒
業
生
」
の
う
ち
か
ら
三
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

外
か
ら
見
た
東
京
大
学
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
・
映
画
で
活
躍
し
て
い
る
女
優
の
菊
川
怜
さ

ん
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
工
学
部
建
築
学
科
を
卒

業
し
た
ば
か
り
で
す
。
指
導
し
た
教
官
に
よ
る
と
、

彼
女
は
大
変
優
秀
な
学
生
で
大
学
院
に
進
む
こ
と
も

期
待
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
東
京
大
学
を
卒
業
し

て
芸
能
界
に
進
む
と
い
う
例
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
な

か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
き
わ
め
て
珍
し

い
と
言
え
ま
す
。
建
築
家
を
目
指
し
た
彼
女
が
な
ぜ

女
優
を
職
業
に
選
ん
だ
の
か
、
社
会
に
出
て
東
京
大

学
は
ど
う
見
え
る
の
か
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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Q　

ど
ん
な
学
生
時
代
で
し
た
か
。

　

授
業
は
そ
こ
そ
こ
出
て
ま
し
た
。
進
学
振
り
分
け

が
あ
っ
た
し
。
も
と
も
と
数
学
や
物
理
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、
理
I
に
入
っ
た
ん
で
す
。
と
り
あ
え
ず
大

学
に
入
れ
ば
将
来
の
道
も
決
ま
る
か
な
と
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
甘
か
っ
た
で
す
ね
。
自
分
が
大
学
で

学
ぶ
こ
と
が
、
将
来
ど
う
い
う
風
に
職
業
に
つ
な
が

る
か
で
ず
い
ぶ
ん
悩
み
ま
し
た
。
物
事
を
深
く
突
っ

込
ん
で
考
え
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
研
究
者
向

き
か
な
と
も
思
っ
た
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
直
接
社

会
と
関
わ
る
と
こ
ろ
で
生
き
て
行
き
た
い
と
い
う
思

い
の
方
が
強
か
っ
た
で
す
ね
。
最
終
的
に
建
築
学
科

を
選
ん
だ
の
も
、
自
分
が
作
っ
た
も
の
が
世
の
中
と

接
点
を
持
ち
う
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
た
か
ら

で
す
。
そ
れ
に
、
小
さ
い
と
き
か
ら
工
作
も
好
き
だ

っ
た
ん
で
す
よ
。

Q　

女
優
の
道
に
進
ん
だ
理
由
は
何
で
す
か
。

　

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
絶
対
に
見
つ
け
る
ん
だ

と
い
う
気
持
ち
が
、
ず
っ
と
強
か
っ
た
ん
で
す
。
高

校
の
時
に
映
画
が
好
き
で
、
そ
う
い
う
世
界
に
入
り

込
め
た
ら
幸
せ
だ
な
、
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
あ
の
当
時
は
は
る
か
に
遠
い
夢
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
で
建
築
学
科
に
進
む
こ
と
が

決
ま
っ
た
頃
、ス
カ
ウ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
の
は
、
そ
の
ま
ま
建
築
の

道
を
行
く
こ
と
で
は
な
く
て
女
優
に
な
る
こ
と
な
ん

だ
、
と
強
く
感
じ
た
の
で
す
。
不
安
が
な
か
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
一
度
し
か
な
い
人
生
、
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
が
出
来
る
の
な
ら
や
っ
ち
ゃ

え
！
」
と
思
い
切
っ
て
こ
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し

た
。
で
も
、
卒
業
論
文
と
卒
業
制
作
は
頑
張
り
ま
し

た
よ
。
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
大
変
で
し
た
。

Q　
「
東
大
卒
」と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
は
あ
り
ま

す
か
。

　

世
間
で
は
、
東
大
卒
っ
て
い
ま
だ
に
昔
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
み
た
い
で
す
よ
。
分
厚
い
め
が
ね
を
か
け

て
、
視
野
が
狭
く
て
…
…
、
っ
て
。
本
当
は
東
大
生

と
い
っ
て
も
色
々
な
ん
で
す
け
ど
ね
。
私
は
と
に
か

く
中
身
で
判
断
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自

分
は
自
分
で
す
か
ら
。
い
ま
は
東
大
卒
と
い
う
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
。

Q　

東
京
大
学
に
望
む
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ

い
。

　

面
白
い
授
業
を
た
く
さ
ん
や
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
時
代
も
進
ん
で
い
る
わ
け
だ
し
、
型
に
は
ま
ら

な
い
自
由
な
発
想
の
授
業
が
あ
っ
た
ら
面
白
い
だ
ろ

う
な
あ
と
思
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
の
科
目
の
枠
を
越

え
て
、
遊
び
み
た
い
な
要
素
が
入
っ
た
授
業
な
ん
て

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

Q　

い
ま
の
仕
事
に
満
足
し
て
い
ま
す
か
。

　

ま
だ
振
り
返
る
時
期
で
は
な
い
の
で
、
い
ま
は
目

の
前
の
こ
と
を
一
所
懸
命
、
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
仕
事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

一
九
七
八
年
に
文
学
部
仏
文
科
を
卒
業
し
た
高
萩
宏

さ
ん
は
、
学
生
時
代
か
ら
演
劇
の
世
界
と
接
し
、
東

大
卒
と
し
て
は
珍
し
く
そ
の
道
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
制
作
課
長
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
で
、
卒

業
後
二
〇
年
あ
ま
り
経
っ
て
、
再
び
東
京
大
学
と
も

関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
東
京
大

学
は
、
演
劇
と
ど
ん
な
関
係
を
持
つ
べ
き
な
の
で
し

ょ
う
か
。

Q　

演
劇
関
係
の
お
仕
事
を
ず
っ
と
や
ら
れ
て
き
た

わ
け
で
す
が
、
こ
の
分
野
の
お
仕
事
で
「
東
大
卒
」

は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

卒
業
後
は
ま
ず
紀
伊
国
屋
書
店
に
就
職
し
ま
し

た
。
演
劇
活
動
に
専
念
す
る
ま
で
三
年
間
勤
務
し
た

ん
で
す
。
会
社
内
で
は
東
大
卒
と
い
う
こ
と
で
何
か

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
特
に
意
識
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
劇
団
・
夢
の
遊
眠
社

の
創
立
に
専
念
し
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
東
京
・
グ
ロ

ー
ブ
座
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
現
在
の
世
田
谷
パ
ブ

リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
、
ず
っ
と
演
劇
の
制
作
現
場
に
身
を
置
い
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
特
に
「
東
大
卒
」
を
意
識
し

た
こ
と
も
、
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
な
い
で
す
ね
。

Q　

東
大
在
学
中
は
ど
ん
な
学
生
生
活
で
し
た
か
。

　

高
校
時
代
か
ら
演
劇
活
動
を
や
っ
て
い
て
、
東
大

に
入
っ
て
も
そ
の
ま
ま
、
野
田
秀
樹
さ
ん
な
ん
か
と

東
大
の
演
劇
研
究
会
で
演
劇
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
最
初
は
サ
ー
ク
ル
的
な
活
動
で
、
普
通

の
学
生
生
活
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
年
生
の
時
に

劇
団
の
評
判
が
高
く
な
っ
て
外
の
劇
場
で
公
演
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
「
夢
の
遊
眠
社
」

と
い
う
劇
団
名
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
降
は

演
劇
活
動
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い

う
感
じ
で
す
ね
。
で
も
、
文
学
部
の
授
業
に
は
そ
れ

な
り
に
出
席
し
ま
し
た
。
た
だ
、
自
分
が
や
っ
て
い

る
演
劇
活
動
と
、
授
業
で
教
え
ら
れ
て
い
る
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
演
劇
と
の
落
差
に
、
驚
い
た
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
す
。

Q　

い
ま
は
大
学
院（
人
文
社
会
系
研
究
科
）に
非
常

勤
で
お
見
え
に
な
っ
て
、
ア
ー
ト
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の

経
験
も
含
め
、
東
大
に
望
む
こ
と
は
。

　

劇
団
と
一
緒
に
海
外
に
行
っ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
大
学
院
で
ア
ー
ト
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ん
だ
り
し
て
痛
感
し
た
の
は
、

演
劇
が
持
つ
社
会
的
な
意
味
や
役
割
が
、
欧
米
社
会

な
ど
で
は
は
っ
き
り
理
解
さ
れ
て
い
て
、
演
劇
が
教

育
シ
ス
テ
ム
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
日
本
で
も
、
演
劇
の
よ
う
な
文
化
活

動
の
社
会
的
重
要
性
が
徐
々
に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
演
劇
教
育
で
も
観
客
養
成
で
も
、
ま
だ
ま

だ
な
ん
で
す
。

　

東
大
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
性
が
あ
る
教
育
・
研
究

機
関
に
は
、学
問
の
狭
い
世
界
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
、

社
会
の
動
き
と
連
動
し
つ
つ
、
学
部
や
大
学
院
の
レ

ベ
ル
で
の
教
育
を
よ
り
広
い
視
野
か
ら
捉
え
な
お
し

て
ほ
し
い
。
地
方
自
治
体
や
企
業
な
ど
と
生
産
的
な

関
係
を
結
び
な
が
ら
、
よ
り
豊
か
な
演
劇
文
化
の
創

出
に
寄
与
す
る
よ
う
な
こ
と
、
つ
ま
り
、
今
ま
で
以

上
に
広
範
な
社
会
性
が
持
て
る
よ
う
な
教
育
・
研
究

の
あ
り
方
を
探
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
今
後
の

東
大
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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大
学
は
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
以
上
に
、
社
会

（
世
間
）に
開
か
れ
て
来
た
し
、
現
在
も
開
か
れ
て
い

ま
す
。
い
ま
風
に
表
現
す
れ
ば
、
近
代
日
本
の
大
学

は
つ
ね
に
「
情
報
発
信
の
拠
点
」
で
し
た
。
そ
れ
は
、

大
学
と
い
う
固
有
の
組
織
と
、
大
学
の
行
う
知
的
営

為
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
必
然
な
の
で
す
。
こ
こ
で

取
り
上
げ
る
東
京
大
学
の
公
開
講
座
も
、
そ
の
一
つ

の
例
で
す
。

　

一
般
に
公
開
講
座
と
は
、
大
学
に
お
け
る
教
育
研

究
の
成
果
を
、
大
学
人
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
人
々
に

知
ら
せ
る
、
普
及
さ
せ
る
こ
と

と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
時

代
に
よ
っ
て
名
称
は
異
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
大
学
人
が
そ
れ

ら
の
、
い
わ
ば
啓
蒙
活
動
に
熱

心
で
積
極
的
だ
っ
た
こ
と
は
、

歴
史
に
明
ら
か
で
す
。
で
は
、

本
学
に
お
け
る
公
開
講
座
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う

（
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、

公
開
講
座
、
普
及
講
座
に
つ
い

て
は
『
東
京
大
学
百
年
史
』
資

料
二
に
拠
り
ま
す
）。

　

一
八
八
〇
年
代
に
、
す
で
に

市
民
に
向
け
て
の
学
術
啓
蒙
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
理
医
学

講
談
会
」は
理
学
部
お
よ
び
医
学
部
の
教
授

が
中
心
と
な
っ
て
一
八
八
四
年
五
月
に
設
置
さ

れ
、「
理
学
医
学
諸
科
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
平
易
ニ
講

談
演
説
シ
以
テ
公
衆
ヲ
シ
テ
学
術
上
ノ
知
識
ヲ
発
達

セ
シ
ム
ル
」
と
謳
っ
て
い
ま
し
た
。
以
来
、
公
開
講

座
に
は
百
二
十
数
年
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
き
た
の
で

す
。

　

現
在
の
公
開
講
座
の
直
接
の
淵
源
は
、
敗
戦
直
後

に
は
じ
ま
っ
た
東
京
帝
国
大
学
普
及
講
座
に
あ
り
ま

す
。
第
一
回
は
法
学
部
の
大
学
普
及
講
座
、
第
二
回

は
経
済
学
部
の
講
座
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
は

っ
き
り
す
る
の
は
第
三
回
か
ら
で
す
。
第
三
回
は
一

九
四
六
年
六
月
に
開
講
さ
れ
、
一
〇
回
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
四
回
か
ら
は
公
開
講
座
と
改
称
し
て
、
経
済

学
講
座
、
文
学
講
座
、
法
学
講
座
と
い
っ
た
よ
う
に
、

統
一
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
一
九
四
八
年
一

一
月
ま
で
二
六
回
の
講
座
が
開
か
れ
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
の
ち
に
、
現
在
の
公
開
講
座
の

第
一
回
が
一
九
五
三
年
に
は
じ
ま
る
の
で
す
。

　

第
一
回
の
講
座
は
、
一
月
十
七
日
か
ら
二
月
十
四

日
ま
で
、
法
学
部
第
一
八
番
教
室
に
て
全
一
〇
回
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
公
開
講
座
の
主
催
を
正

式
に
表
現
す
る
と
、
財
団
法
人
東
京
大
学
綜
合
研
究

会
と
な
り
ま
す
。
こ
の
綜
合
研
究
会
は
、
一
九
四
六

年
一
一
月
に
「
学
術
の
理
論
及
び
応
用
の
綜
合
研
究

を
振
作
し
、
文
化
の
向
上
、
産
業
の
開
発
、
国
民
生

活
の
改
善
に
資
し
、
以
て
我
が
国
の
再
建
と
世
界
文

明
の
発
達
に
寄
与
す
る
事
」
を
目
的
に
東
京
帝
国
大

学
に
置
か
れ
ま
し
た
。
以
来
、
同
会
が
講
座
を
主
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
総
長
を
は
じ
め
と
し

た
、学
部
長
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
運
営
の
主
体
で
す
。

　

講
座
の
統
一
テ
ー
マ
方
式
は
、
一
九
六
二
年
の
第

二
一
回
「
都
市
問
題
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
テ
ー

マ
設
定
の
方
法
は
、
毎
回
一
人
の
学
部
長
・
研
究
科

長
が
輪
番
で
企
画
委
員
長
と
な
り
、
各
学
部
・
研
究

所
か
ら
七
、
八
人
が
出
て
、
企
画
委
員
会
を
つ
く
り
、

そ
こ
で
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
を
考
え
、
講
師
を
選
定
し
、

綜
合
研
究
会
に
諮
り
決
定
し
て
い
ま
す（『
東
京
大
学

公
開
講
座
六
七　

東
京
大
学
』
は
し
が
き
）。

　

統
一
テ
ー
マ
方
式
が
は
じ
ま
る
第
二
一
回
以
降
の

テ
ー
マ
を
一
覧
化
し
て
み
ま
し
た
。
講
座
の
内
容
を

見
る
と
、
都
市
、
情
報
、
生
活
、
生
き
方
な
ど
に
か

か
わ
る
テ
ー
マ
が
複
数
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
読
み
比
べ
て
み
る
の
も
、一
興
で
し
ょ
う
。

一
字
の
テ
ー
マ
も
、
家
、
酒
、
水
、
海
、
空
、
魚
、

山
、
光
、
道
、
土
と
結
構
多
く
あ
り
ま
す
。
大
学
の

周
年
に
沿
っ
た
企
画
も
あ
り
ま
す
。
一
〇
〇
周
年
に

は
「
明
治
・
大
正
の
学
者
た
ち
」（
第
四
七
回
）、
一

二
五
周
年
に
は
題
名
も
そ
の
も
の
の
「
東
京
大
学
」

（
第
六
七
回
）で
す
。
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
テ
ー

マ
も
も
ち
ろ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
公
害
問
題（
第
二
八

回
）、
高
齢
化
社
会（
第
五
〇
回
）、
防
災（
第
八
四
回
）

な
ど
が
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
公
開
講
座
は
百
花
繚
乱
の
状
態
に
あ
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
公
開
講
座
が
開
か
れ
て
い
る
中
に

あ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
意
味
を
振
り
返
っ
て
み

る
こ
と
も
、
大
事
な
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

大
学
で
の
教
育
や
研
究
の
成
果
を
、
社
会
に
対
し
て
発
信
す
る
場
の
ひ
と
つ
が
誰
も

が
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
公
開
講
座
で
す
。
東
京
大
学
の
公
開
講
座
の
歴
史
と
そ

こ
で
扱
わ
れ
た
テ
ー
マ
の
変
遷
を
た
ど
り
ま
す
。

17・TANSEI

1962年 第21回　都市

 第22回　技術革新の問題

1963年 第23回　都市と生活

 第24回　交通と生活

1964年 第25回　生命

 第26回　文学にあらわれた人間像

1965年 第27回　宇宙

 第28回　公害問題

1966年 第29回　食糧

 第30回　言語

1967年 第31回　人間と機械

 第32回　家

1968年 第33回　日本の大学

1970年 第34回　情報

1971年 第35回　人間と環境

 第36回　海

1972年 第37回　空

 第38回　親と子

1973年 第39回　男と女

 第40回　エネルギー

1974年 第41回　アジアの中の日本

 第42回　天災と人災

1975年 第43回　酒

 第44回　水

1976年 第45回　地震

 第46回　健康と生活

1977年 第47回　明治・大正の学者たち

 第48回　魚

1978年 第49回　流

 第50回　高齢化社会

1979年 第51回　生命

 第52回　子ども

1980年 第53回　山

 第54回　文明と人間

1981年 第55回　ミクロの世界

 第56回　消費者

1982年 第57回　世界と日本

 第58回　ことば

1983年 第59回　脳と心

 第60回　情報化と社会

1984年 第61回　愛と人生

 第62回　食べ物

1985年 第63回　光

 第64回　高度技術社会と人の生き方

1986年 第65回　スポーツ

 第66回　バイオテクノロジーと社会

1987年 第67回　異文化への理解

 第68回　進化

1988年 第69回　道

 第70回　ゆとり

1989年 第71回　気の世界

 第72回　土

1990年 第73回　環境

 第74回　混沌

1991年 第75回　都市

 第76回　生と死

1992年 第77回　ライフサイクル

 第78回　性差と文化

1993年 第79回　地球

 第80回　アメリカと日本

1994年 第81回　結婚

 第82回　コメ

1995年 第83回　くすり

 第84回　防災

1996年 第85回　文化としての20世紀

 第86回　現代幸福論

  －豊かな人生を送るために－

1997年 第87回　家族

 第88回　東京大学

1998年 第89回　車（くるま）

 第90回　ゲーム

1999年 第91回　こよみ

 第92回　夢

2000年 第93回　相性（あいしょう）

 第94回　分ける

公開講座統一テーマ 一覧（1962年－2000年）
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